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国内外の主な動向 年表

生物多様性関連を中心に抽出

世界的動向 国内動向 動物園水族館の動向
2018(H30) ●第10回世界水族館会議の福島開催(11/5 10)

(ふくしま海洋科学館)

2017(H29) SDGsアクションプラン2018の公表
ABS指針の施行
種の保存法一部改正(希少種保全動植物園等認定制度
の創設)

2016(H28) 持続可能な開発目標(SDGs)実施指針の策定 ●日本鯨類研究協議会の設立

2015(H27) 持続可能な開発目標(SDGs)の採択 ●会員投票でWAZA残留を決定(JAZA)
○イルカを追い込み漁で導入した場合の会員資格停止を
発表(WAZA)

2012(H24) 生物多様性国家戦略2012-2020の策定

2011(H23) 海洋生物多様性保全戦略の策定 ●都立動物園マスタープランの策定(東京都)

2010(H22) 生物多様性戦略計画2011-2020及び愛知目標の採択 生物多様性国家戦略2010の策定

2009(H21) 絶滅のおそれのある野生動植物種の生息域外保全に
関する基本方針策定

○ターニング・ザ・タイドの発表
(WAZA)

2008(H20) 生物多様性基本法の制定

2005(H17)
2001(H13)

2005 2001:ミレニアム生態系評価

2001(H13):ミレニアム開発目標(MDGs)の策定

○2005(H17):世界動物園水族館保全戦略の発表
(WAZA)
○2004(H16):WAZA総会
残酷な方法で動物を受け入れてはならないことが決議

2000(H12)
1991(H3)

1992(H4):生物多様性条約、気候変動枠組条約の採択

1995(H7)：生物多様性国家戦略の策定
1993(H5)：環境基本法の制定
1992(H4)：種の保存法の制定

●1996(H8):第4回世界水族館会議の東京開催
(葛西臨海水族園)

1990(H2)
1981(S56)

●1989(H元):ズーストック計画の策定(東京都)
●1988(S63):種保存委員会の設置(JAZA)

1980(S55)
1971(S46)

1980(S55):世界環境保全戦略の策定

1970年代以前 1973(S48):ワシントン条約採択
1971(S46):ラムサール条約採択

1963(S38):鳥獣保護法の制定
1956(S31):都市公園法の制定
1951(S26):博物館法の制定

●1939(S14):日本動物園水族館協会(JAZA)の設立
○1935(S10):世界動物園水族館協会(WAZA)の設立

注釈：●は国内、○は世界の動向

誰一人取り残さない社会

自然と共生する世界
すべての人々に不可欠な恩恵が与えられる世界

統合的な保全活動水族館と動物園の相違点

生態系サービス（海の恵み）の
持続的な利用

保全の視点からの動植物園等の
位置付け
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持続可能な開発目標（SDGs）
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SDGsアクションプラン2018
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出典：首相官邸ホームページ
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補足資料４

2010(平成22)年10月 生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）開催
・議長国、日本
・新たな世界目標「生物多様性戦略計画2011-2020及び愛知目標」を採択
・ABSに関する名古屋議定書を採択

《 生物多様性戦略計画2011-2020 》

■長期目標（Vision） 2050年
○「自然と共生する」世界
○「2050年までに、生物多様性が評価され、保全され、回復され、そして賢明に利
用され、それによって生態系サービスが保持され、健全な地球が維持され、すべて
の人々に不可欠な恩恵が与えられる」世界

■短期目標（Mission） 2020年
生物多様性の損失を止めるために効果的かつ緊急な行動を実施する。
→抵抗力のある生態系とその提供する基本的なサービスが継続されることを確保。
その結果、地球の生命の多様性が確保され、人類の福祉と貧困対策に貢献。
そのためには、
(１) 生物多様性への圧力（損失原因）の軽減・生態系の回復・生物資源の持続

可能な利用
(２) 遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分
(３) 適切な資金・能力の促進
(４) 生物多様性の課題と価値が広く認知され、行動につながること（主流化）
(５) 効果的な政策の実施、予防的アプローチと科学に基づく意思決定
が必要。

生物多様性戦略計画2011-2020及び愛知目標

1

■２０の個別目標〔愛知目標〕
2020年までに、生物多様性の損失を止めるための、効果的かつ緊急の行動を実施
する目標。
この愛知目標は、数値目標を含むより具体的なものとなっている。

※愛知目標は、生物多様性条約全体の取組を進めるための枠組みとして位置づけられ、
各国が生物多様性の状況や取組の優先度に応じた国別目標を設定し、各国の生物多様
性国家戦略の中に組み込んでいくことが求められた。

※日本では2012年に生物多様性国家戦略の改定を行い、目標の達成に向けたロード
マップを示した。



補足資料４

目標１ ：
目標２ ：

目標３ ：

目標４ ：

人々が生物多様性の価値と行動を認識する。
生物多様性の価値が国と地方の計画などに統合され、適切な場合には国
家勘定、報告制度に組込まれる。
生物多様性に有害な補助金を含む奨励措置が廃止、又は改革され、正の
奨励措置が策定・運用される。
すべての関係者が持続可能な生産・消費のための計画を実施する。

2

《 愛知目標（Target） 》

戦略目標A
各政府と各社会において生物多様性を主流化することにより、生物多様性の損失の
根本原因に対処する

目標５ ：

目標６ ：
目標７ ：
目標８ ：
目標９ ：
目標１０：

森林を含む自然生息地の損失が少なくとも半減、可能な場合にはゼロに
近づき、劣化・分断が顕著に減少する。
水産資源が持続的に漁獲される。
農業・養殖業・林業が持続的に管理される。
汚染が有害でない水準まで抑えられる。
侵略的外来種が制御され、根絶される。
サンゴ礁等気候変動や海洋酸性化に影響を受ける脆弱な生態系への悪影
響を最小化する。

目標１４：
目標１５：

目標１６：

自然の恵みが提供され、回復・保全される。
劣化した生態系の少なくとも１５％以上の回復を通じ気候変動の緩和と
適応に貢献する。
ABSに関する名古屋議定書が施行、運用される。

戦略目標B
生物多様性への直接的な圧力を減少させ、持続可能な利用を促進する

戦略目標C
生態系、種及び遺伝子の多様性を保護することにより、生物多様性の状況を改善する

目標１１：
目標１２：
目標１３：

陸域の１７％、海域の１０％が保護地域等により保全される。
絶滅危惧種の絶滅・減少が防止される。
作物・家畜の遺伝子の多様性が維持され、損失が最小化される。

戦略目標D
生物多様性及び生態系サービスから得られるすべての人のための恩恵を強化する

目標１７：
目標１８：
目標１９：
目標２０：

締約国が効果的で参加型の国家戦略を策定し、実施する。
伝統的意識が尊重され、主流化される。
生物多様性に関する知識・科学技術が改善される。
戦略計画の効果的実施のための資金資源が現在のレベルから顕著に増加
する。

戦略目標E
参加型計画立案、知識管理及び能力構築を通じて実施を強化する



補足資料５
《 ABSに関する名古屋議定書 》
・正式名称：生物の多様性に関する条約の遺伝資源の取得の機会（ Access ）及び

その利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分（Benefit-Sharing）
に関する名古屋議定書

・遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分は、生物の多様性に関する
条約の3つ目の目的に位置づけられており、条約第15条において次のことを規定

○ 各国は、自国の天然資源に対して主権的権利を持ち、遺伝資源への取得の機会
（アクセス）について定める権限は、当該遺伝資源が存する国の政府に属する。
遺伝資源にアクセスする際は、提供国の国内法令に従う
○ 遺伝資源にアクセスする際には、提供国政府による「情報に基づく事前の同意
（Prior and informed consent：PIC）」と、提供者との間の「相互に合意する
条件（mutually agreed terms:MAT）」の設定が必要

2014(平成26)年10月 名古屋議定書発効
2017(平成29)年5月 日本は、第193回通常国会で議定書の締結を承認

ABS指針を公布 ※同年8月20日に効力

出典：環境省

遺伝資源
遺伝の機能的単位(遺伝子)を含む植物・動物・
微生物その他に由来する素材で価値のあるもの
商業的価値があるものだけではなく学術研究に利用す
る価値や、将来的な利用価値が見込まれるものも含む
【適用外】
・遺伝資源に関する情報(DNA情報等)
・人工合成遺伝子
・生化学化合物
・ヒト遺伝資源
・H29.8.20より前に海外から取得した遺伝資源
・一般流通品

（名古屋議定書の概要）

遺伝資源の利用
遺伝資源の遺伝的または生化学的な構成に関す
る研究・開発を行うこと
【適用外】
・食料・農業植物遺伝資源条約(ITPGR)が適用される
遺伝資源の利用

・パンデミックインフルエンザ事前対策枠組み(PIPF)
の対象遺伝資源の利用

・単なる培養、飼育、栽培
・単なる製造用原材料使用、粉末・抽出物等の配合

など
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補足資料６

《構成及びそれぞれのWAZAの目標》
イントロダクション INTRODUCTION
動物園の歴史 HISTORY
１．動物園がある理由 WHY ZOOS?
○全ての加盟施設が、統合された自然保全の基本原理により行動される
○加盟園館は、その財政的資力とスタッフを効率的に配置し、他園館と協働する

２．継続させていくには HOW TO PROCEED
○全ての加盟施設は、それぞれの地方、国、地域において生物多様性行動計画や同様
の生物種回復計画において、それぞれの保全活動に力を注ぐ

○動物園・水族館は、ホスト国の他施設や政府部局と協力して働き、―出来るかぎり
― 野外で活動する保全スタッフを雇用する

○よく管理された動物園・水族館は、その地域に生息している絶滅のおそれのある種
にとっての安全地帯となる

３．研究 RESEARCH
○全ての加盟園館は、特に保全に向けた研究活動を推進する
○加盟園館は研究活動のために資金調達をする
○新たな研究分野については、保全活動への応用可能性に関してモニターしなければ
ならない

○全ての繁殖プログラムは、それぞれ特定のプログラムの目標を目指さなければなら
ない

○データは域外個体群から収集されるが、押収動物を受け入れる際にはWAZAのガイ
ドラインを遵守して行われる

４．教育 EDUCATION
○教育は動物園・水族館の大きな仕事のひとつであり、また適切な支援を受ける必要
がある

○他の教育施設、組織、省庁との協働体制や、教育課程開発への参加により、保全教
育を推進する基盤を作る

○全てのスタッフが受けることのできる教育プログラムにより、その組織における統
一した目標が共有される

５．コミュニケーション COMMUNICATION
○全ての加盟施設は、目標、言葉、キー・メッセージを熟慮し、戦術と手法を選び、
利用できる資源を選択し、モニタリングおよび評価技術を開発することを含むコ
ミュニケーション戦略を採用する

６．協力体制 COOPERATION
○動物園・水族館は、あらゆるレベルにおいて強力なパートナーシップを確立する
○動物園・水族館は、国レベル・地域レベルでの動物園協会の活動に参加する
○動物園協会は、その地域の政府に対し動物園関連法規の改善について助言し、その
加盟園館に対してはその地域の文化に沿った形で保全を行うという道義的な義務を
持たせる

世界動物園水族館戦略 概要

動物園・水族館において、統一された目的や哲学というのはどういうものなのか
に応える戦略で、世界動物園水族館協会（WAZA）が平成17年に発表。
動物園・水族館は保全に焦点をあてなければならないとし、動物園・水族館及び

植物園のみが、保全活動に関わる全てを行うことができるとしている。絶滅のおそ
れのある生物種の生息域外繁殖、研究、社会教育、トレーニング、活動に影響を与
えること、活動を擁護することなどから、生物種、個体群、あるいはその生息域を
生息域内で支援することまでのあらゆる活動を行うことができ、動物園・水族館は
アクションを起こす時だとしている。

1



補足資料６

《構成及びそれぞれのWAZAの目標》
５．コミュニケーション COMMUNICATION
○全ての加盟施設は、目標、言葉、キー・メッセージを熟慮し、戦術と手法を選び、
利用できる資源を選択し、モニタリングおよび評価技術を開発することを含むコ
ミュニケーション戦略を採用する

６．協力体制 COOPERATION
○動物園・水族館は、あらゆるレベルにおいて強力なパートナーシップを確立する
○動物園・水族館は、国レベル・地域レベルでの動物園協会の活動に参加する
○動物園協会は、その地域の政府に対し動物園関連法規の改善について助言し、その
加盟園館に対してはその地域の文化に沿った形で保全を行うという道義的な義務を
持たせる

７．持続可能性 SUSTAINABILITY
○全ての園館が環境的持続可能性を実践する
○それらの施設は、天然資源を消耗させずに利用し、どのように持続可能性を達成す
るかを示す

○社会の態度や行動がどのように変化させられるかも明示する
８．倫理と福祉 ETHICS AND WELFARE
○全ての園館は、手法や専門技術の改善に努力を続ける
○余剰個体を殺処分することが正当化されず、かつ健康上の問題を引き起こさずに繁
殖制限できない場合には、その園館においてはその動物は飼育すべきではない

WAZAについて

世界動物園水族館戦略 概要

2
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《構成》
９つの戦略から構成
１．統合保全 Integrating Conservation
２．野生個体群の保全 Conservation of Wild Populations
３．科学と研究 Science and Research
４．個体群管理 Population Management
５．教育と研修 Education and Training
６．コミュニケーション・マーケティング・広報 Communication, Marketing and 

Public Relations
７．パートナーシップと政策 Partnerships and Politics
８．持続的な資源利用 Sustainability
９．倫理と福祉 Ethics and Animal Welfare

ターニング・ザ・タイド 概要

《戦略の主な内容》
１．統合保全

動物園水族館の主要な目的は、保全に関する活動を全ての面で統合していくこ
とである
○ 水族館の運営において「環境にやさしい」持続可能な資源利用の重要性を強調する
○ 水生と陸生の生息域の間の密接な関係を強調する
○ 保全事業や国際的な機関等をサポートする …等

２．野生個体群の保全
動物園水族館は、施設内での繁殖、移動、再導入、野生動物の健康、調査、研

修、教育から得られた知識、技術そして資源を提供することによって、野生での
保全に今後さらなる貢献をしていく
○ 少なくとも、最低ひとつの大きな域内プロジェクトを正式にサポートする政策を採用し
て、専門知識、研修、説明、教育を展開し、キャンペーンや資金集めを行う

○ 水族館の運営について、環境に配慮した責任ある姿勢「水族館は野生での種の生存に影
響を与えない」などの表明をする

○ 館内で絶滅危惧又はモデル種を繁殖させ、野生種の保全をサポートする …等
３．科学と研究

動物園水族館は、尊敬される科学的研究機関として一般の意識を高め、科学の
理解を押し進めることで世界の野生生物のために大きく貢献し、ゆるぎのない科
学的決定を行う
○ 報告書を定期的に作成・配布し、可能な限り研究結果を学術専門雑誌に発表する
○ 館内で収集されている生物を使って、域内の種の保全計画に特に役立つ技術開発をする
○ 獣医師であるスタッフを奨励し、支援しながらフィールドでの活動に参加させ、獣医学
が必要なフィールドでの保全プロジェクトをサポートする …等

４．個体群管理
すべての動物園水族館は、小規模な個体群の管理とその利用に関する学術研究

の重要な中心施設となり、世界的あるいは地域の共同繁殖計画に参加するべき
○ 世界的な種の管理計画、またそれが妥当な場合には、国際血統登録台帳の作成に向けて
活動する

○ 獣医業務、品質管理、関係する飼育マニュアルの作成と適切な普及、血統登録台帳や種
または個体の管理実施計画が正しく運用されているかを把握確認する

○ 法律規制ならびに国際的に受入れられている輸送手続きを遵守する …等

保全と持続性のための世界水族館戦略。世界動物園水族館協会が平成21年に発表。

1



《戦略の主な内容》
５．教育と研修

動物園水族館の教育的役割は、社会的、文化的に関連づけられ、そして人間の
行動や価値観に影響を与えることにより、教育は重要な保全活動のひとつとして
見なされる
○ すべての年齢の来館者を対象として、基本的な解説、双方向理解と先進の電子通信シス
テムを含むさまざまな学習体験を提供する

○ 水族館の中心的な存在価値のひとつとして教育の役割を支持する
○ 基準を定めた優先システムを開発し、変化し続ける地域的国際的な基準とトレンドにあ
わせて教育方針を定期的に見直す

○ 地域にある学校と提携して、水生環境教育の授業と教材を提供する
○ 域内外の保全プログラムにかかわる職員の理解度を深める …等

６．コミュニケーション・マーケティング・広報
動物園水族館ならびに国と地域の協会は、保全問題と保全における自らの役割

をより効果的に伝えていくとともに、野生生物と自然のため最も信頼される代弁
者として、広く認められるようになる
○ 水生動物関連の保全と持続性の諸問題を特定し説明する方法の開発を行い、一般の人々
や政策決定にかかわる人々にこれらの諸問題を効果的に伝える

○ 種の大切さと水生生態系（「エコシステムサービス」アプローチ）を人々に強調して、
これを保全にかかわるさらに大きな利益に結びつける …等

７．パートナーシップと政策
協力を増やし、影響力を高めることで、動物園水族館は動物管理の標準を高め

ていき続けることができ、保全についての教育啓発を進めること、および野生の
プロジェクトを支援し続けることができる
○ ミーティング、ワークショップおよび会議への定期的出席を通して、世界動物園水族館
協会（WAZA）を支援し、プログラムのサポートも行う

○動物園協会、博物館、大学や研究機関と協力して、会議やセミナーを組織または主催し、
レクチャーを行い、教育的展示を作り、分かりやすく使える教材を開発共有して、保全
と環境倫理の考えを広く知ってもらう …等

８．持続的な資源利用
すべての動物園水族館は、その運営のすべての側面において環境にやさしい行

動をとり、来館者が持続可能なライフスタイルを実践できる方法を例として示す
ことによって、リーダーとしての役割を果たす
○ 新しい水族館の設計と建設にあたっては、環境にやさしい方法をとりいれ、また既存の
水族館が提案している新しい展示では、特にエネルギー消費に関して環境にやさしい方
向へ転換する

○ 水族館のレストランで消費する魚介類は、IUCN のレッドリストには入っていない種で
あることを確認する

○ 水族館の教育的責任の重要な構成要素として持続性を認識し、また水族館を訪れる人々、
最終的には世界の人々の態度と見方、行動を変えることを目標とする

○ 自然環境をテーマとした展示の数を増やす方向で考える …等
９．倫理と福祉

すべての動物園水族館は、倫理原則にしたがい、動物福祉を確立するために、
最も高い水準を維持するとともに、保全を目的とした健康な動物の様々な個体群
を維持し、保全の情報を市民に明確に伝えていく
○動物の輸送を担当するすべての水族館スタッフは、旅行規制、衛生、動植物検疫と福祉
基準について熟知していなければならない

○動物を直接ふれる「ふれあい水槽」のような公開の展示に人々が近づくのを定期的に
チェックして、動物福祉が損なわれていないか、または来館者の健康が害されていない
かを確認する …等

補足資料７
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   首都圏の主な水族館の比較

有料 643,760 46.9% 191,434 67.1% 1,007,192 88.8% 849,312 96.6% 1,247,635 99.8% 486,503 99.9% 1,522,285 87.7% 1,425,618 100.0%

無料 728,577 53.1% 93,755 32.9% 127,121 11.2% 30,319 3.4% 2,418 0.2% 481 0.1% 213,331 12.3% 0 0.0%

合計 1,372,337 285,189 1,134,313 879,631 1,250,053 486,984 1,735,616 1,425,618

魚類 485種 13,403点 281種 12,220点 418種 22,508点 466種 10,554点 329種 9,790点 384種 8,585点 354種 17,710点 194種 2,884点

無脊椎
動物

488種 58,758点 24種 265点 270種 11,428点 217種 5,245点 207種 8,910点 130種 4,433点 78種 1,113点 83種 2,987点

その他 22種 736点 15種 17点 16種 144点 38種 372点 40種 224点 21種 76点 37種 119点 5種 80点

合計 995種 72,897点 320種 12,502点 704種 34,080点 721種 16,171点 576種 18,924点 535種 13,094点 469種 18,942点 282種 5,951点

※印は年報記載内容を修正

H28運営者

開園年月日 H13年７月15日 H27年６月21日 S45年10月1日 S53年10月5日H元10月10日 H3年10月19日 H17年4月8日

アクアワールド
茨城県大洗水族館

鴨川シーワールド サンシャイン水族館

所在 栃木県大田原市 茨城県東茨城郡大洗町 千葉県鴨川市 東京都豊島区東京都江戸川区

名称

東京都墨田区

東京都葛西臨海水族園 しながわ水族館 アクアパーク品川 すみだ水族館栃木県なかがわ水遊園

創立者 栃木県 茨城県 八洲観光開発㈱ ㈱サンシャインシティ

東京都品川区 東京都港区

東京都 品川区 ㈱プリンスホテル オリックス不動産㈱

H24年5月22日

15,780㎡※ 4,341㎡ 11,535㎡ 7860㎡

(公財)東京動物園協会
＜指定管理者＞

㈱サンシャインシティ

㈱サンシャインシティ
＜管理許可＞

㈱横浜八景島 同上

同上 同上

延床面積 5,777㎡ 19,853㎡ 48,479㎡ 7,989㎡

備考

那珂川（源流~下流の再
現）、国内、世界の淡水魚を
中心に展示
360°チューブ型アクリル水槽
隣接の商業施設で地元の食文
化も発信

県立大洗公園内に立地
大洗沖を再現する1,300tの大
水槽
シンボル「サメ」や「マンボ
ウ」を含む世界の海の展示
遊具や子供向け学習ゾーン
地元食材を楽しめるレストラ
ン
イルカ、アシカショーを実施

海獣ショーが充実し、有料で
ふれあいイベントも開催
シャチ、イルカ、ベルーガの
ショーを実施
宿泊施設を併設

サンシャイン60内に立地
コンセプト「天空のオアシ
ス」
癒しやくつろぎなど、大人も
満足できる水族館
貸切でのウエディングも実施
アシカショーを実施

飼育
動物

入園
者数

入園料

（ ）内は
団体料金

大人 2,050（1,850）
高校生 1,500（1,350）
小中学生 1,000（900）
3歳以上 600（540）
65歳以上 2,100

都立葛西臨海公園内に立地
前身となる上野動物園内の都
立水族館から130年の歴史
陸上水槽でクロマグロの群泳
展示と産卵に世界で初めて成
功
日動水の繁殖賞を国内最多受
賞（52件）

しながわ区立公園内に立地
東京湾にそそぐ川と海の生き
ものを展示
アクリルトンネル水槽
アザラシ館を増築
イルカ、アシカ、アザラシ
ショーを実施

アトラクションや画像コー
ナーが充実
光と音楽を利用したショーを
実施
サンゴを見ながらのカフェ
バーを併設
イルカ、アシカ、オットセ
イ、ペンギンのショーを実施

東京スカイツリータウン内に
立地
伊豆諸島、小笠原諸島の海を
展示
日本最大の金魚展示ゾーン
ペンギン、オットセイ等の大
人向けワークショップを実施

大人 600（480）
小中学生 250（200）
乳児（小学生未満）無料

大人 1,850（1.440）
小中学生 930（720）
幼児 310（260）
２歳以下 無料

大人 2,800（2100）
小中学生 1,400（1,050）
４歳以上 1,400（1,050）
65歳以上 2,100

大人 2,000（1,800）
小中学生 1,000（900）
４歳以上 630（630）
65歳以上 1,700（1,530）

大人 700（560）
中学生 250（200）
小学生 無料
65歳以上 350（280）

大人 1,350（1,080）
小中学生 600（480）
４歳以上 300（240）
３歳以下 無料
65歳以上 1,200

大人 2,200（1.980）
小中学生 1,200（1,080）
４歳以上 700（630）

現経営者 同上 同上

(公財)栃木県農業振興公社
＜指定管理者＞

(公財)いばらき文化振興財団
＜指定管理者＞

同上

㈱グランビスタホテル＆
リゾート

同上

同上

同上

１
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出典：（公財）日本動物園水族館協会「平成28年度　日本動物園水族館年報」



   首都圏の主な水族館の比較

有料 253,755 92.9% 1,799,578 99.6% 1,530,576 100.0% 406,585 79.3% 3,309,250 91.2% 2,379,725 100.0% 1,104,545 56.1%

無料 19,421 7.1% 7,309 0.4% 0 0.0% 106,309 20.7% 319,082 8.8% 0 0.0% 862,941 43.9%

合計 273,176 1,806,887 1,530,576 512,894 3,628,332 2,379,725 1,967,486

魚類 261種 2,750点 332種 28,156点 491種 124,617点 461種 75,476点 440種 17,619点 400種 44,000点 441種 32,783点

無脊椎
動物

47種 254点 279種 9,353点 262種 5,289点 275種 21,505点 294種 2,694点 90種 1,600点 209種 5,305点

その他 15種 442点 13種 79点 33種 241点 34種 527点 17種 292点 25種 147点 18種 278点

合計 323種 3,446点 624種 37,588点 786種 130,147点 770種 97,508点 751種 20,605点 515種 45,747点 668種 38,366点

延床面積

入園料

（ ）内は
団体料金

入園
者数

飼育
動物

備考

「海を通して『人と地球の未
来』を考える」の理念と、環境
水族館宣言
福島の海の特徴「太平洋の潮
目」がテーマ
福島県浜通りの海山川の生態系
を再現し、「体験」や「いのち
の教育」を重視

植物園等とともに、国営公園
（海洋博公園）内に立地
自然豊かな沖縄の海をそのまま
展示するコンセプト
国内最大7,500tの大水槽
観光・リゾート地の重要な拠点
（集客性の重視）
楽しみながら学ぶ事のできる展
示

大型商業施設、宿泊施設等とと
もに、複合型アミューズメント
施設を構成
地球と生きものが作用しあう生
命体であることを踏まえ、“太平
洋”を中心に、多様な環太平洋の
自然環境をめぐる展示

20,032.5㎡

海洋博物館、商業施設等と一体
として「ガーデンふ頭」を構成
イルカ、シャチ、ベルーガ、イ
ワシの群泳のショーを実施

H12年７月15日 平成14年11月1日 平成2年7月20日 平成4年10月29日

15,233.08㎡ 19,000㎡ 28,300㎡ 41,528.57㎡

大人 1,800(1,500）
小~高校生 900(750）
事前申請のある学校団体は無料

大人 1,850(1,480）
高校生 1,230(980）
小中学生 610(490）
６歳未満 無料

大人 2,300(2,000）
小中学生 1,200(1,000）
4歳以上 600(500）
３歳以下 無料
60歳以上 2,000

大人  2,000(1,800）
高校生 2,000(1,600）
小中学生 1,000(800)
4歳以上  500(400）

12,804㎡

【友好提携館】
ふくしま海洋科学館
アクアマリンふくしま

【国内来園者数１位】
沖縄美ら海水族館

【国内来園者数２位】
大阪・海遊館

【国内来園者数３位】
名古屋港水族館

福島県いわき市 沖縄県国頭群本部町 大阪府大阪市 愛知県名古屋市

福島県 国土交通省（建設省） 大阪ウオーターフロント開発㈱ 名古屋港管理組合

神奈川県 神奈川県横浜市

新江ノ島水族館 横浜･八景島シーパラダイス(株)京急油壺マリンパーク

神奈川県三浦市

名称

所在

創立者 京浜急行電鉄㈱

S42年11月1日

江ノ島ピーエフアイ㈱ ㈱横浜八景島

H16年4月16日 H5年５月8日

9,964㎡

㈱京急油壺マリンパーク現経営者

H28運営者

開園年月日

大人 1,700（1,360）
中人 1,300（1,040）
小人 850（680）
３歳以上 450（360）

相模湾、太平洋、生物をテーマ
とした展示
国の研究機関と深海生物の長期
飼育についての共同研究
水族館と別棟に体験学習施設
（神奈川県所有、運営は江の島
ピーエフアイ、料金無料）を併
設
イルカ、アシカショーを実施
H29年JAZA脱退

複合型海洋レジャー施設内に立
地
光、音楽、映像と生きもの
ショーとの融合
イルカ、シロイルカ、オキゴン
ドウ、オタリアショーを実施

神奈川の絶滅危惧種50種、相模
湾の深海生物等を展示
メガマウス、ダイオウイカ等の
深海生物を標本展示
イルカ、アシカショーを実施

大人 2,100（1,890）
高校生 1,500（1,350）
小中学生 1,000（900）
幼児 600（540）
65歳以上 2,100

大人 3,000（2.700）
小中学生 1,750（1,580）
幼児 850（770）
65歳以上 2,450（2,210）

同上

(公財)名古屋みなと振興財団
＜指定管理者＞

同上
(一財)沖縄美ら海財団

＜営業契約＞

同上

同上同上

同上

同上

同上

(公財)ふくしま海洋科学館
＜指定管理者＞

独立行政法人都市再生機構 ㈱海遊館

２
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出典：（公財）日本動物園水族館協会「平成28年度　日本動物園水族館年報」



補足資料９

《動植物園等の定義》
動物園、植物園、水族館、昆虫館（これらに類するものを含む）

認定希少種保全動植物園等 概要

《希少野生動植物種保存基本方針》
第七 認定希少種保全動植物園等に関する基本的な事項（新たに追加）
１ 種の保存に資する動植物園等の認定

絶滅危惧種の保存施策の充実のため、動植物園等が有する種の保存に係る公的
な機能の明確化及びその機能を十分に発揮できる体制を構築する目的で創設。
動植物園等の設置者又は管理者からの申請により、一定の基準に適合した動植

物園等を認定。
申請対象種：当該動植物園等で取り扱う全ての希少野生動植物種
緩和措置 ：当該種の個体の適切な移動は、譲渡し等の規制が適用されない

２ 認定の審査及び認定後の取扱い
審査の内容
・飼養等及び譲渡し等の目的、実施体制、飼養栽培施設
・飼養等及び譲渡し等に関する計画
・取り扱う希少野生動植物種に係る繁殖への取組
・生息地等における生息、生育状況の維持改善への取組
・疾病、傷病への対応
・普及啓発に係る展示の方針
・個体の取得経緯等
・申請者の適格性

認定後の取扱い
・飼養等及び譲渡し等に関する記録及び報告
・認定は5年ごとに更新
※更新の際は再審査

出典：環境省「種の保存法改正法の概要」より引用

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律の一部改正（平成29年）
により創設。平成30年6月1日に施行。
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《目的》
動物の虐待や遺棄を防ぎ、動物の適正な取扱いや動物の健康と安全を守ることを

通じて、命を大切にする心豊かで平和な社会を築くとともに、動物をただかわいが
るだけでなく、正しく飼養し、動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害や、
騒音や悪臭など生活環境の保全上の支障を防止することを目指す。

動物の愛護及び管理に関する法律

出典：環境省「動物の愛護及び管理に関する法律のあらまし」平成24年改正版

《ガイドライン》
人の管理下にある動物（哺乳類、鳥類、爬虫類）を次の4つに分類し、それぞれ

について、適正に動物を取り扱うためのガイドラインを定めている。

出典：環境省「動物の愛護及び管理に関する法律のあらまし」平成24年改正版

○展示生物に関するガイドラインの主な内容
・共通基準として、①動物の健康及び安全の保持（飼養及び保管の方法、施設の構
造等、飼養保管者の教育訓練等）、②生活環境の保全、③危害等の防止、④人と
動物の共通感染症に係る知識の習得等、⑤動物の記録管理の適正化、⑥輸送時の
取扱い、⑦施設廃止時の取扱いを規定している。

・動物園等における展示では、展示方法として、動物本来の形態、生態及び習性を
観覧できるようにすることとしている。
観覧者に対し、動物園動物等にみだりに食物等を与えないことや、動物を傷つけ、
苦しめ、驚かさないことを遵守するよう、指導するとしている。
展示動物との接触を行う場合は、十分な知識を有する飼養保管者の監督の下に行
うとともに、観覧者への指導や動物に適度な休息を与えること等を定めている。

１



都立動物園との展示種比較 

各園の特徴 主な展示種 具体例
葛西臨海水族園 
Tokyo Sea Life Park 

人々の海洋への関心を高め、楽しみながら海の自
然への認識、水族についての科学的認識が培われ
る「海と人間の交流」の場 
水族園に来園できない方々にうみを届ける、移動
水族館事業も実施 

●国内外の海水魚、海産無脊椎動物
●海藻、海草 
●国内外の鳥類 
●日本(関東地方)の両生類、淡水魚

など

クロマグロ、アカシュモクザメ、イシサンゴ類、
ユウゼン、トビハゼ 
ジャイアントケルプ、アマモ 
エトピリカ、フンボルトペンギン 
アカハライモリ、ヤマメ 

井の頭自然文化園 
Inokashira Park Zoo 

日本産の動物を中心に展示 
絶滅危惧種を、国や他園とも協力しながら飼育下
での保全活動を実施 
かつて井の頭池にも生息していたと考えられる
淡水魚（絶滅危惧種）の累代飼育も実施 
彫刻館、スポーツランド（ミニ遊園地）も併設 

●日本の哺乳類、鳥類 
●日本の淡水魚
●日本の淡水の無脊椎動物、水草 
●日本の爬虫類、両生類 
●海外の哺乳類  など 

ツシマヤマネコ、ニホンリス、ヤクシカ、カイツ
ブリ、オシドリ 
ミヤコタナゴ 
ミズグモ、クロモ、エビモ 
オオサンショウウオ 
フェネック 

恩賜上野動物園 
Ueno Zoological Gardens 

飼育環境を本来の生息地環境に近づけ、野生動物
本来の能力や習性を発揮させるように展示 
絶滅危惧種を、国や他園とも協力しながら飼育下
での保全活動を実施 
園内には日本初のモノレール（S32）が通る 

●海外の哺乳類、鳥類
●海外の爬虫類、両生類、淡水魚 
●日本の哺乳類、鳥類 
●日本の爬虫類、両生類  など 

ニシゴリラ、スマトラトラ、ジャイアントパンダ、
ニホンザル、ライチョウ、ハシビロコウ 
イリエワニ、スッポンモドキ、ベルツノガエル、
オオサンショウウオ、オーストラリアハイギョ、
アロワナ 

多摩動物公園 
Tama Zoological Park 

自然な姿で見られるように、檻や柵を少なくした
広い放飼場での展示 
絶滅危惧種を、国や他園とも協力しながら飼育下
での保全活動を実施 

●国内外の哺乳類、鳥類
●国内外の昆虫 
●日本の爬虫類、両生類、淡水魚 

  など

ボルネオオランウータン、ユキヒョウ、コアラ、
タスマニアデビル、ライオン、アフリカゾウ、ア
ズマモグラ、ニホンイヌワシ、ニホンコウノトリ、
クロツラヘラサギ 
オオゴマダラ、ハキリアリ 

●太字は中心的な展示種  ●アンダーラインは園独自の展示種 
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２ 葛西臨海水族園のあり方検討会 委員名簿 

五十音順・敬称略 

氏名 役職等 備考 

池邊 このみ 千葉大学大学院園芸学研究科教授  

海津 ゆりえ 文教大学国際学部国際観光学科教授 

川廷 昌弘 博報堂 DYホールディングス CSR 推進担当部長 

木下 直之 
東京大学大学院人文社会系研究科教授 

静岡県立美術館館長 
副座長 

小林 牧 

（～H30.6.30） 

東京国立博物館 博物館教育課長 

（H30.7.1～） 

独立行政法人国立文化財機構 

文化財活用センター副センター長 

佐藤 哲 愛媛大学社会共創学部環境デザイン学科教授 

千葉 千枝子 淑徳大学経営学部観光経営科教授 

西 源二郎 東海大学海洋学部客員教授 座長 

鳩貝 太郎 
首都大学東京客員教授 

国立教育政策研究所名誉所員 



３ 検討の経緯 

回数 日程 検討内容案

第１回 
平成 29 年 

12 月 20 日 
葛西臨海水族園の概略、視察 

第２回 
平成 30 年 

２月 21 日 
葛西臨海水族園が担うべき役割・機能 等 

第３回 
平成 30 年 

４月 20 日 

葛西臨海水族園が担うべき役割・機能  

葛西臨海水族園のあるべき姿 等 

第４回 
平成 30 年 

６月 29 日 

葛西臨海水族園のあり方検討会 

報告書 骨子案 

第５回 
平成 30 年 

７月 27 日 

葛西臨海水族園のあり方検討会 

報告書案 


